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次
の
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
以
後
、
政
治
活
動(

選
挙
運
動
を
含
む
。)
の
た
め
に
、
寄
附
を
受
け
、

又
は
支
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

津

田

和

美

そ
の
他
の
政
治
団
体

平成��年��月�日 号外第���号(�)

新
し
い
流
れ
を
益
田
に
創
る
会

明
日
の
都
万
村
を
創
る
会

名

称

大
谷

嘉
孝

浜

孝
裕

代
表
者
の
氏
名

兼
子

哲
彦

眞
野
誠
一
郎

会
計
責
任

者
の
氏
名

益
田
市
元
町
二
二
―
二
五

隠
岐
郡
都
万
村
大
字
都
万

一
六
五
一

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

横
田
善
雄
後
援
会

目
次
造
己
後
援
会

み
ん
な
で
佐
田
を
元
気
に
す
る

会 深
田
富
造
と
共
に
す
ば
ら
し
い

福
祉
を
考
え
る
会

広
田
雅
彦
後
援
会

日
本
中
小
企
業
政
治
連
盟
出
雲

支
部

佐
藤
勝
後
援
会

川
上
泰
徳
後
援
会

奥
田
松
司
後
援
会

一
心
会

岡
本

義
博

目
次

造
己

三
島

敬
人

竹
下

隆
夫

竹
橋

鶴
矣

滝
尻

忠
男

大

国

知

正

曽
田

常
夫

小
林

修

高
井

章

横
田

昭
二

目
次

久
義

佐
々
木
日
出
子

生
馬

進

大
庭

乾
二

菊
池

幸
介

前
島

真
三

川
上

繁
男

奥
田

恵
子

石
橋

志
郎

浜
田
市
熱
田
町
一
一
六

松
江
市
浜
乃
木
三
―
七
―

一
一

簸
川
郡
佐
田
町
大
字
宮
内

六
八
六

安
来
市
安
来
町
六
二
五
―

六 益
田
市
中
島
町
イ
一
〇

八
―
七

出
雲
市
里
方
町
五
四
五

簸
川
郡
大
社
町
大
字
杵
築

東
七
二
一
番
地

出
雲
市
荒
茅
一
三
四
〇

江
津
市
松
川
町
市
村
八
七

隠
岐
郡
五
箇
村
大
字
北
方

二
六
三
―
一

号
外
第
一
三
六
号

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

(

火
曜
日)

�
�

�
�
�
	

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
基
づ
く
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
団
体
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平
成
十
五
年
十
二
月
二
日
印
刷

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日
発
行

発
行
者

島

根

県

発
行
所

松
江
市
殿
町

島

根

県

庁

印

刷

松
江
市
学
園
南

松
陽
印
刷
所

定
価
一
箇
月

金
二
千
四
百
二
十
円

(

送
料
共)

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

島 根 県 報平成��年��月�日 号外第���号 (�)


